
　　　　

令和８ 年 1 月 8 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

主な行事等
・外出や余暇活動（キャンプ・宿泊イベント・余暇活動の提供・様々なレクリエーション施設への外出　等）

・運動療育、自然活動、学習、DIY、SST、音楽療法、プール指導、クリスマスお楽しみ会、日常生活における生活スキルトレーニング、昼食作り、おやつ作り、工作　等

家族支援
利用児様の発達状況や特性の理解に向けた相談援助・講座やペアレントトレー

ニングの実施を行い、ご家等への支援を行う。
移行支援

進路や移行先の選択について、学校での取り組みや事業所での様子を共

有しながら、本人の意向を踏まえた上で選択肢の幅を広げる事ができる

様に支援を行う。

地域支援・地域連携
関係機関での役割分担を行うとともに、それぞれの機関で得られた情報を共有

し、日常的な生活や支援に活用するための具体策を提案する。
職員の質の向上

・外部研修への参加

・社内研修（月１回）

・資格取得

　

本

人

支

援

「行動するための土台」を整えます。

・身の回りのことを自分で行う習慣づけ（準備・片付け等）。外出や活動に向けた体調・時間管理。生活リズムを整える支援

行動に移すための基礎となる生活力を育てます

「体を使って行動する力」を育てます。

・自然体験や外活動（歩く・運ぶ・作る）。DIYなどの実践的な活動。五感を使った体験

頭だけでなく、体を通して“実際に動く力”を養います

「考えを形にする力」を育てます。

・やりたいことを企画し、実現までの流れを経験。お金づくり（物販販売など）を通した目的意識の形成。試行錯誤しながら行動を選択する力の支援

「思う→考える→行動する」をつなげる力を育てます

「想いを伝え、行動につなげる力」を育てます。

・自分の意見や考えを発信する機会づくり。話し合いの中での合意形成。販売活動や地域との関わりでの対話経験

伝えることで、行動が広がる経験を大切にします

「社会の中で行動できる力」を育てます。

・仲間と協力しながら目標を達成する経験。役割を持ち、責任を果たす体験。地域との関わりを通した社会参加

個人の行動を“社会の中で活かす力”へとつなげます

法人（事業所）理念
「共に生きる」個性を尊重し助け合って生きていく、そんな姿が当たり前にあり、関わる人が「目標」「したいこと」を見つけ「努力」「挑戦」でき「達成」「成功」の素晴らしさを感

じ、その人らしい人生を笑顔で送ることを目指します。

支援方針
１、関係性作り「何よりも子どもの心を捕まえよ」　２、形にはめない支援「個性を大切に」　３、一緒に楽しみ笑う「楽しさは教えるものではなく感じあうもの」「笑顔は何よりの薬

である」　４、諦めない「可能性に０はない」　５、共に学び合い成長する「子ども達から学び考え成長する」

営業時間
平日　１１：３０〜１７：３０

活動内容により１０：００〜１６：００

祝日・長期休暇中　９：３０〜１５：３０

送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 モンキークエスト 支援プログラム 作成日


